
自 鳳 丸 航 海 KH 73-4

7月 5日 東大海洋研所属の白鳳丸 (田玉船長)は晴海
埠頭より 85日間の外航に出発した。 この航海は GDP
の一環をもかねている。この船はうすいベージュにぬら

れ煙突には東大のマークであるイチョウのしるしがつい

ている。 1967年以来活躍しているわが国では数少ない

専用の研究船である。6基のディーゼルエンジンをそな
えた電気推進方式をとっており,プ ロペラは二軸で,船
首にはバウスラスターを持っているので 3000ト ンの船

体をきわめて微妙にあやつることができる。

研究員の室は 15あ リー室に 2人が標準である。主席

研究員 (海洋研友田教授)と それを補佐する次席研究員

(海洋研小村助教授)の室は ブリッジのすぐ下の階にあ
るが,こ の階は研究員室のある階の 2階上にあたる。

食費は 1日 400円 で夜食も出る。食物のことで文句を

言う人はいない。その上すべての研究者は大量の飲みも

のと食いものを自分用にも持ちこんでいる。

研究室は第 9まであり我 の々目的には十分である。

この航海の前半の主目的はマリアナ海盆で,long
range shOt,長距離爆破の観測を海底地震計によって行

なうことである。測線の長さは 1500 kmにおよび,こ
のような規模の観測が大洋底について行なわれた例はま

だない。

GDP(ジォダイナミックプロジェクト)の一部として
この観測を行なう理由は上部マントルに存在すると考え

られている低速度層のことをできるだけ定量的に知るこ

とである。これまでの低速層の研究は大部分表面波を用

いて行なわれたのであるが,これには表面波の性質上ど

うしてもあいまいさがつきまとうからである。

我々の用いている海底地震計はアンカードブイとぃう

方式によって設置される。これはカプセル型の地震計を

ロープで海面上のブイとつなぐ方式で, ロープの下端に

は錨がつけてある。

我々は 6000米の深海に地震計を入れるのであるから

ロープの長さは 8000米 くらい必要となる。ブイをつか

って海底に測定装置等を設置する方式のことをブイテク

ノロジーといって米国で特にくわしく研究されている。

事柄自体はきわめて簡単明瞭であるが,実際はそう簡単
ではない。

東京港を出てから甲板部の人々はただちにロープ関係

田 敏  (地球物理)

のしたくをはじめた。地震計は 5点に入れるのであるか

らロープは全部で 40 krnに なる。ロープは甲板上に「コ

イル」され,錨やチェイン等の部品が甲板上にならべら

れる。

40 kmの 長さのある直径 12ミ リのナイロンロープ

を処理するのは大変な仕事である。この準備だけで 1週

間はかかる。この準備がほぼ終った後,今後の大仕事に

そなえて一息入れるため 13日 にグアムに入港した。

地震計のためのナイロンロープの一部。ロープの

直径は12ミ リでエイ トアミというあみ方になって

いるのでよじれない

耐圧容器に入った地震計,甲 板上での準備。地震
計の全組織はきわめて小さくまとめられている

グアムは熱帯の島,せまくて特別なものは何もない。

特産物もない。しかし訪間も三度日三度目となると土地

の事情もわかり,と なりの町のような気がしてくる。バ

スなどはないので紳土風の人々はタクシーにのり,ずう

ずうしい人々はヒッチハイクなどをして見物した。利ロ

浅
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